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6. Jrt~(掌〕酌怠急災/d-. ， 工二ろ肘，を 11\ 自供辰巳E を込ミす五
た‘ lすの守主誌ξE をた ~l\

乏叉さと l手，茎FfJ.向7二度=乏!こ丸斗 す己ための吉況であるめた岡、， を¥{¥0い主主

r;;:ら7壬小?でか規正につなぎ、'L.yl i) ¥Y¥， い立要設さ刷 三しか危 1¥ -1i固めず守あの 三

百こ i"J-C乃さあ三。 芝 ~ t\. I-;;:' ， ~安にfó.んのがりをがう|之主 E与す 3 ニ 'L1J\ーささ Z 1 ¥ ~ 1て

すき'E1¥ d ~\‘うにかして!立空に閉ささ L ょ うè'.. '.f"吾 、 ~t千での jYC;~亘ヒうQ. '臥， ::!: t.r¥た

曽2t:'J-の 3Jろ玉。

匡宏之の J手らむ牙~ cl尋問的件前) 2::1d-.，こうちあ三 一方で，す円、ての

!笠支掌(苔)のかかわって 1¥ ~ I'd-Y、の Eの l手 宮汚l均厄屋更をはL良住守あっ 7.

匡三E:~ (吉)日そl.h~、、自らに l手子の之さ‘下め先史的志 Kt~そに‘健社的 1ð- 壱のの

ように前之ている，しかし冷の εつーちちfd..， 歴史営くち〕の 1¥と芯手i1手嘆の Z

二 3 必 す、\出定の 自附け三 つ巴汎c;汚 3~関門lユ隈主乏向才u"\てあ‘ リ. その 1¥ 

ユ十 6' ~ラc.t，々 に最古， さ ~l\ t:.作吃 C~島三。~\~， =tr¥手ざ しられ之 t¥浮か q た主主宰

(cCl託-金主f}.;新たに交史て川，史告にJkη口さ lれたと亡主。を仇准魚11三1ft突き(畜)

l手， 二lY¥きさの設庄 E安之さ ¥ ¥ F-:J;吃府、から完1¥(71士官乙得、ヘ乙躍しやら比，匡号埋め全

魚乏 (~まいちむ総括 C 直ず新7ミ広喜訣 E をこ芯直哉、し lユ b グ1 芯けれほ、1忌ら 7ミt-i' o

二のよ う1J.1l何 i手，また芳1101主要3の i孟訟の実見.1事実の判明によってち，

民0<、魚 1)仇スさ¥f¥~ 1まφちある o 直史掌(吉)の牧f皇「手=う〉して廷、こま吾苦覆議事L

と良守主主爪，果てる Yこ二 3 E.しら7事¥¥ D このようにたる、りつくこ!¥，.f¥ ~ことの恐

い村走に，J:.，.て，歴史 l~)酌 l三芭説t夫、税セに〈つまり、現在ー租閥的1::::") ~歴

史う左隅干f;.L Z t¥くしが7忌l'二三{'d-， ffi:叉撃の必釈さあるが。

7 

匡史t代、このように現在のちのちあ 5のは， 毘弓ぞく主主)酌た主主泣か;、わq'¥，;り 11~の現

在 jて時底ずること1:::fr-しでざま1乙(J¥'二 を小再思の 1¥引 l志望l手 2~2子ぁ zのすな

わち‘工にの "̂たふ う 広 .主忌 mための寝不'1仁実'と1)ifl.'あの-;;のの間三字、 Eミ1¥ぜ

にを J史づ‘ 1寸閉豆や任きこYす ~r廷をめようにして l\ 乙， と1¥う =とかーあ;;'1;:):‘かりで・

1さ~ ¥¥。 をの εぅ-x Z-. ち主ミ互主車両、すzた tゲ〕のてr"d.才、 3疋7;';全τ立た¥¥ ;$' 

れかの戸fJ..&1二乙らわ :I¥.ている n 踏'zoi ~~，ミえを三 52拘事ミミ八三海氏し，主主、主し，

田切lし，馬T柊同i二芭安八之 砲哉、していくため♂J砕但Ji.rJ...， をしれと自につづう λ 忠

告吉、t-.続冬也)¥~:r克乏からすこ問 I~' に雪 b' iれている。

二のように し之 と、の匿をも，特急初予乏E:..-0'ら7吉竹下ミ砿守的忍勾ナ7の，宝物さあ

る。わ¥.I't.iIi ~rしが:‘，tJ Lれわしrt.の毘宅としてしちご Yこのさきるよ 〉志向茎の -1.i7!主

f堤互に l馬君主して 1¥3" 匡てにミき¥抑立ち免ω干支す 琶モ(むの 51性自7忌d-')宅r~)さ，

1¥ 17\l亡してt: J克主主にき要矧ミ ~t\ てある。史知1];':で からつき‘ハヒ車問される め に -'s

じ Z. rt!吏(考)的73..髭，~t; C~ ~l ざ ll\. -，;;. 11 !) l rd:'なら厄 1¥が¥ を lt~ I手埠lて二叶'¥d '(3 

の 毛 の に つ ぎ 足 立 ほ・す寸下乙いうd.う厄乏ので J'J， fd z 7， ¥ ¥っき t~の t む- ご之

に¥¥ちからの夜!，豆しであリ，除決め?り主し ζ あふ匠空協ぅ b にをの全

住 E.雪 きかえられつづ門る o ιをつしr.=.f乍ちi0-'・nrp'jら ~i乏をま百 L のrt.!:旦〕

l亡よ勺 2実慢に Eこリくまれ〆時、現，さ!k¥& 1う~'、う〉かということ尽 â-P- 支1\ :と して〉、

照理向に毘三7a己改，庄支(掌)~ ¥ ¥う色め-C;i乙に空甘さ l¥¥~虚実(写〉出芯堂;~

の7現実の守IJ.， ごのようであっー を¥.l'¥Iきるし 3， 乙夜 Lてをの受給した寄をあ

らif)::士 fJ-/¥ l: いういお きの)rJi.究の不 ET !i乞 E告げ しらt!: z い~ ， と矛すら此¥'3.0

1 歴史現象E支える事実向志温室主規定~るための手続三き

匡号t:(お酌T;J..喜霞lてし之t-，またをのむこうにす lすてお Z.3差問尚芯 e医支'

の七宝にしてち， ハ歩、l.l¥もき三契乙1矛み7与Lうと7J:1¥老めぎあ三二't...p" (tコ士入った。

を肌さ Ij， ，産まと¥¥う=て l"d，人間lごfd.ありえ7与l¥の下あう之， 7三だをLれをめ

ぐっ 2 限汐?主主 \Æ\ 3~実(さ〉均た主主主夫た 斤がえ布してい z に ëf~‘芯 1しという

こ~Tð-ゆきあ 5 う fゲ? を、 3九，をの J う!こ考えるごて l手7三1¥の守あ三。

この時五につ 1¥て I¥ .，をう桓在街怠持立J;~献 Z十三首\ r二，わ町九百lt¥.1示3、ヨシふを「

~ 3tJ ~乙\¥う名称の色とに芝いのよ うE活安柊ε走之てdiょう芭しといるのが，
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左ひとまず二二三子芋也ウ、に確認、し之あ、いたつ否決・よ 1¥忍あるう a 庄支jまます寺-i一一一 芝寄在、てしまうのだ乙古川'lld:'_ーを¥..f¥.rJ-. をのヂT為 1x事現ゴ川る7ii弘ふ主主に ，

1'=. その 5号百世くCl人Y'I1lλ¥'̂ti v C' n f Sc) Iて示 1¥て隈官。て l¥五 ρ 直空lてあゥてtJ..， たJ:.t=がある1宝匂L均存倒的か;‘か けら¥l'¥てあ 3た め き あ る o をうした号J内りめ守三どち

令1 ご、~ tl' fr'.' +3 ¥リつも 3 よ う に 積 ぉ望芯。 て1¥き ， を叶¥1大ちょうど品目予z;.-.c: f.大止 実ヲ曳さ)，li..5有給ノ「き， をの須l今勿乏 c'コずにふさっ伏・さ・ 3を 之 芯 1¥0 E と之/"l府、思

す三世〉習の止め内よ Iうに軌 l¥之， あ 81l気付をときこから史八三五、しゃる 3 ぁ 3~~ 更さま言内奥在かぐ， ~I マと主要 Î\:' ..! U¥ :3帝<.1::-di-ot ? 0 色自 Cfff号主主音) め三子古今に

会につきつミ?をの新た芯t包"E.~.主役し. 単芯三日閣の主役~I\.~n計ぞの移1)ゆき工 広. 一連めそ芝そこlが到着し之さでいる。 を川ら Ij:.. 丈 lトの写会均 (丘品やゴ主討1.) "0 

す~::，ニ1Jo.・ さきる のt:. 匿でのプ7であ 3.， をしててL 三人 J でも乏 に居三宅の 告知性 あっ zt:;-JI¥し， tと写(~~;;宅資ι) きあゥ て td 1 ¥ '2' 3 ?。 三官三， すきにぷてZの

専ヨ!こ隼色守主Eとあげ'tJ.け 111.rJ・・fj.ら7:).1¥0 屋空 11-.>h ¥f1.. ih l{¥. C司ひ Yこリ口、L 1)ザ 7年三
4 自主主主~言 l三己主ヮ 2 し~さ肌t 主ぎのたぐいであヲ -z e ， か a/tコ(j.l' _ ご臥ら/'J.、.

~F ので~ ~I'Jす'T<J..がら. 1柁矢f泊I，}7j..外肘忘屯主E.tきのようにして. 主人之、乞め主土 ~t ~=J..さに匡ラr: E 吉てさん乙/..， Z I ¥ ~ m:でさま名のち径の， 守千鳥σ1提巨へと芋下ち事

金之に~Hnす 5 のちあ玉。 t之さた、闘争住3拘 怠1夜忌のこL=i才、まざ苫ろzo ごのように区受的写制的乞市1)

b去が、 以工のように相性づ‘ l-rら肌 3， 匿雫という貫主に別立it)H¥;;)め l言， つフ ， (-定 ι芭賢主主音 ) グ)~きだ亨 Ð の Jâ- . 〒キスト工 I¥う， 千安め今倖かちのlli

E土全~t犬、，国与控訴勺尽咋.Ef\;倍プ7 1"こ 5 ク てヲ馬予U¥3. きで毛主 rÍ"~R、がら君、あ三。 マ浮電 17 で、あミ;'0 慢吹~、のよウ芯千ヰスト E 莞 τ.:: r三、ずナプl手， 待の自主c:-あちてヌ¥ をの

事色$.~今世 Eこ'E:-è:.リ屯、す白f 門戸Tη のうちで予， 工く lて 〈くさ語>自主在に千{表 乙乏に性の入手し1三一室の宅地 l二， モ3人団l..:iy之川ど 1¥三. を L'2この[慢の行

z川るようだ~) くち語 >il乍嗣プ7~， 上 i1tのよっ志匡宅内蕗塙往左}王じさセ 3当 烏の帰倍1ス‘セの行為 τ，~身障に!JI:主す â L ~きに rð. I手?をれ自事前、 fぜ高血に

の ε のである之主主乙~ e 2あ3~フ， むの明在fF. 表現を主tz， をのタト白JI八向ず e 女才~?，~号主的芯規定性八三こ〆転イ七してし吉勺 でい~ z:.あ 3う一一-

ヲ 21音?の彬急 E¥ ¥わl立 eチ7決' しさJ)'リ. 生闘を~ \れらì1ラ涯にぷグ 之みたし

虫
をこに屋噴'2の壬めに玄関のー宝~司 E魚マ l亡場丈さ1!:.ていくのき:わるか¥

歴史旨1果，ならむ、にI主宅主張反
性 EZ毛'(j'さτ3(1うきあ 3α

わmわLt¥../'d.ゴ壬『二， 社会1スゃ吉で号室聞と意えらm.1a-rrth/合志ら忍1¥二'Llてつ 1¥

をの伊:D!'fiをの々、之おいた ζ帯liR(/'(ワ守弓l，llq7~b4-1手同打投1三号、工あわt!.Z. 
歴史撃の営為E強気"9m，ほう歴賢建党三の疑型iJ¥、・えられ E8. 

升ミ簡易f'$.的主主年間171.夫、直空E踊ゴτるちの芯zろことをと，をしZ.¥¥ま，J)。

事悼の諸活折7. 7まらむ‘に靖参院酌1r手明言自力め1r1王lてぶつ 2. いった1¥社会は H室した。 をU吐き l手， 0:、人G往生ち、 巨 費 Zいう二モこ芝柏ゥ て¥¥るめ官、 3う か ?

~'ん志戸、うにし'之~~性 E苓 0，" '3ようにiJ..3の足、3うか? (写lてコ、Zか"E~、 「イ左手海」す 5主主念ヤヲ「末期」下i毛主 I'd-， 産主空を担ヲ Z ¥¥玉のだ 3うt;¥? あ亘社

うa し Zt~史'icÀぴ正け肌r;J.‘ツ をの号令にい Y く人下さ勲~\の全能~. をうよ13，ぐ 金問、産史的否あ~二之乙， E主苛芭をロ勺てい 3こ之官二 l手， 問Dこと立の陪三うが

グrtJ<~ 当さ ~3 う Y二莞えらtt\手。〉 をの梼伺をみるま乞に， 歴安宅乙琶のおか札 ヲ (記毛〉 室開lユbのぷう広域名に， 三りわ庁産主〈の侍全斗E強めヨのた3

E;吠y~にもういち E士、 ?三ちち芝、、フご， 芝山左整理し之あ、ぐ二 t.p.."， 以下の鴇旨の う17、?

ための簡抑手元とTa.3 <> というのモ. をこから e わu¥.市川Ol&.安酌高経験ー穏に 名人 1J;ー平珂主主さ、累積向きあ zょう危:呈荏乏臭 Zでいる三しでそテ， を¥.l'¥下芝、けさ

つい'2.. 1 ¥許あ五結論7穴去か W¥ð 之万二 ~l.h 3 からきあ ~o f手， をれら人々のあっユ亘社毛主主聞に全性￥して匡突と 1¥うことか持立す喜二

すきにわlれわ汎IXd1-たように， 匿ちξ常喜(菅)のうみ F言、す主教昔、匡史の生殺芯の とにl手怠ら吉弘 1¥帝‘亡注意しよう o t 乙主こ I-;l.''.. 争悔の自斜、舟更さあ~ 't...1小田晶ヲ克

さiユT;J:.1¥ . むし 3.屋号を左造忍し箆~二 X をの=之白色7丸二 τ人 工 つ め 屋 望 的 忌 家えの1::.~‘ L\ e.k"、音量に浮か、バてヨリ。 =レf¥ら身魚の自宅京、直在にすごr'1三l、ょう怠.

ヲ見て五左 i電 1S3.~ いうご工~あ ~o むのよう危特集7にvt!:よ， を臥 I氏、あ~ Fi!~引き乞 畢実酌怠t亘1主の点告に~I ーづ写さ某個往内事樟1>-'‘担金会のは Zに潜伏す三かF-th
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ち， Eうー犬否、芝川にみ広ヲ 1ミ息14=-か?ー王汗現には現す三， モこ 1¥フ異色に， 全向

、ιしてを f七抗、/手1¥ ~こいう = 'LI.夫、あ否 D ごの，ぁ z干専の ".Il2 f1T l/下にあっ2:1エ，

笠周l手金危 ζlZ手折を保つZ、あろ '>。

セ工念iJ.，" 平司~18. ，豆電き色じの 12-.， 1T芳子7プネ司主主、(!jぅ3 (三リ::&しがつか 1忌¥¥

) 2:. ¥¥う二三巴，毛 、ζ づれで l¥350 付為かー:下町(r;'とε'，-らコめ!手， ミ~~wtス、 F罵更の卸l

にあ 3勅 ・六、時 E実現し之し三うよう7コ;' .:[ミ;色(事宅之内l"iV主の き~I\!.' E"(::]な iE芳三〉き

あるーから士、かの初打、It生協しはしlずつ吾、'fQC::さぬ丸、活性 E耳1?_ ":?の主慨に闘

争律的忍T乍用プ7:E:官射 Lつづ、付 z。 この咋問寸村吉守イ乏をとらえ~ (:こ 二 31二， 根

志向~I ¥ Jf (3'， め匡実司~-t;足当三 J・' 3. ~ lてら之ら川 Z句lの 1うf;fc I"d--， 夜率的芯 Ii 

J-t Z 刀在宅 T主主ホ主9" 3~) 社名明、ごの主う7J:.1千若手=在J~ の宣定 ε舎も 5 のさI

;~ ~ 以乙， をl十ti1'.'志望内主をさ乙乙".fJ. 1\ と いうご乙 lさ~!) 竺忍い o モこをちし， あ

るそ工念 iJ:.万三し七主史的ざ芯<:. ~ t:f.めかわりにす茅t屯泣かリ左産み提唱すように

しかおえ存 1¥と L1三o lノ， を二 z:I 'd- このようだ主尼宅訪7.~ か閉包きこえて湾箱::r

Lrl たりす~二之 1l' 芯\¥ d:つに抑止が‘さ¥¥ -Z J-; ¥) .市ち契 ~L2~ 史旨7是 1戸、記官之 し

てしまってい zにちが-ぃT:}1 ¥内さあ言 o をの紅色1'1- 寸 4うに与?壬(¥"わ l寸 f7-~'o

註し1;-皇今の歴てiziミt ，ZJ汚す a =之さ ZTa I¥。

芝山にhす 3t二，、基本~\任主主 l手主賢母1主要 E主走大砲 Iて三訂!閉 õ~ 注生否あるの

K" 。人々 lユそ二芯~~I;}<さまさ.~の在宅î:.的習を聞に也全ゎ fã. lj れほ、 7忌ら己(1 0

ごの笠間にJ>'1寸 5 底噴為1主的全佐左計刃1\ 9~ こじを flt f1.・蔓毒舌 3ろ玉。

10. 医ちとをh異的金住を計:到するた併のさ事情

A 歴史宿1果の純ミ己を't.ら之忌ためにj手， 主主金宝閣の時閣豹志積立主、を考書主しとみ

え弘IH札口忠ら 7三1¥。 をこさ児のょっ|て問うてみzの eふいであ3つ一一①阜危

尽、 h すいからの環正.を診めように1!fr悔す 3のさあきっか? ②各昏悼の現在l江.

1 ¥ ..， 12 l'租互に GY‘のよう忍r，;君主の t'lこにあ 3の F芝、宝う fj、? @設岱 l手， を¥./"1ら

若草:訟の現在 に 杭 し 亡 、 'o'、のふうに自らのl12..乏の重差を芝山 Zし LMi:'Si止す三の芯

あ 3う力、?

場権 I~，現l亡生起す 3 事免 1:: かを、之らし札 ð め定、から， フ胞にあ三曹の定丘(

=現阿南、〉ととをにあ 5芯あ 3う二乙 Id:.，開芝 1¥1J..I¥. しか L、頭岱と l手ぢ鵠

E.'包むよ生 1忌tのさあ z二三をのヘ、、 1三0- ニの玄白ヰ!手，ーτ:角EエリL三ちのく阜?を仁〉

と 三 揺 す る ち の く 今 毎 ) 工 E. をの 2つめ契〆哲夫X してい 30古志あち， ヲ寺壬 Id.

をの ~1主に?主「之 、 弘之つの'Z'L--をきんをい玉。 3 侮 f手ごの乏しから障問 F

主思¥'E. . をし之毘丘c:.精肉、す三 o :5陥立 L¥¥~高性 lす"5栴吉三号 f左にと工、で

2の Ieトゲにくくりてa-:1¥ ，世果のs.か'0 rm.tt.J 't.いう刃主主をあ、ひ ろ二乙 l二1三

~ o 二うして. 3信判定d-i-t.る現在 JJ-， [)'つ|ユ=のもy.-e~の支レを穂高す 5

t三の之 f怠ら士、三を zT;;. \ \。島 f孝弘、 を~t\ として?百台17的ざ ;ち:3 m り l手つ肱に 自

らか7現在の正常正'rT'にある三こいうこ L~ Ifr:1 dニヱこに 7与三。

県イ2草か";1>、の1)、の l三顕在を1宅之~ L. l \ヴ 25 ，樹~~きち 7三 l\ !Ã'. をLt\ら訊豆

1 ¥に回ーの E是正きあ;;y ¥ ¥ワ二 ζ|亡 I;J.怒 らr-&1 ¥。ま す‘ 事官 I-;J-'， fて~~f三 三こ l手 安怠

る号箆さあ 3 の 陀ずら~士、ち b モシ J立に主主乏し之い~ 'lこいつ I¥HC:‘ l本 1 \マ'~I\ e 

zご ラ 1J-.t::..Tiさ現9f，点にある。しかしをI.{¥ら l守〆 島台かどミモえ 5担任 ?:Id-. Q. ¥ ¥ 0 
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何人位折、c:、のようにし之，ぁヨてl之つめ涯賃酌志野奔付を契ミ右万五仁志 d1¥ /手し

lきIi )めか/-:t， まだの 〆ヤら肌之1¥7き1¥0

下主2訟の島岱が，あ五回一内匠実的存規定のちe.にあ、つ/)'I-t¥ ~〆というご't- 11どあ

aた ろ うか? 主主用の I¥df-':さ「手， をうしたご Yこなむありl3、収た事業言、あ Eちの

のよう l二， 語 1) う三<> 1三と之ぽ，宝章(Çあ 3 わたし'(..，最長吉 2 あ三あ7ð 1三ー乙 lð-~

(E0ぐん)間むく Iq もO~の回:tÞ r亡置か爪て 3ろ孟わ l-rであ')- 間ーの}立宅自広岡

イや之直面し之いる。 λz広、ち手うごおし~パ‘て物理的江主習に歯切\:1れ 2 ¥¥ 

5の Z回びように， ある医究助広醗ffの Id-1l'にー詳しに並々ち胤くさい 3t:の'i:.，

工7

一 、惹之札ほ之えらl{¥.O。レかし，抜ー涯に之乞広じめるid=らぽ， をのような把沼広

-&-雪:'Lいうことにつ¥¥てfa-て人""6'呑に弘之つ有主主1'2>事柄をきえ之で1¥í~ いごとに

買づ、 〈。を肌~' ニヨ力、:1"\/く!こ ， 乏うし~;.!問自f:? r;; ，常!~主的意J&-そ史館- を則自

1主の 1吾、lr.三も TA‘二むしろ7デえ『 て 1閣 のi註"t.lてみえてく 30 q t!"tJ.ら 1:)=-" ず

却での鳥 r包 ，1)."'" をのま更在 t古代て互 1¥¥二主要の、.門らけ¥"2 1¥三以工|手，芝山弓 示

のお のの 匡宅街 f主主交さか・(作l蕊に〉周ーで、晶玉とかいう主ことrL あ¥)之官 1¥ 

7手すーであ言すら。 :ぉ 3担問 c=わ?とし〕の， ごのゴぢ:(，2 司直宮?拘活環Lき乏~，、人

s..fe"8と交官す乙 三、ζε ありえ 7S-IL 't.-¥¥う五葉を， 言、広三5・ うや-.7.餌~~_-<-b 三

の 1う、?

互いに主翠につ;巧 て~-Zら Lれでい三、定全寸 Z TZ巧台 fð-- をは¥6-、l立喧豆 l亡ま

フたく源問~"ï三の宮、 あ芸うす? をグ13 辞。 ;勺さ は旬ちの~~芝的危想定を芙

右コ:J~ i二いつ三 Eこが・ 5主¥¥めた、 3う1j、? い手 ， ふ Eつ的事色主(=わ?こし Yこあな

Eて ) 1:i\"_ あ三い~ C"ネミメみによE干ちしてい三一ーたとえ l♂{問じ'ー戦車左目芳子

L Z ¥ ¥ ::るノ ピ 1¥う之二 3を寄る乞 Zdtぶう。わたし'[;1ら 7きたと l'f，回ーの~\~" "E: 

Ëf!胃し ZI\~17\宏、りで， 間← の 亘望的Bτ史定のも't.に置か川 Z\\~_ ~いえふ

しかし. 現えi之助志旦利くす芯hち，各勢合マ匹、、各自の道汚ーに方法的に =1芝、ヨコリ

ー'1f;i.くていう 1'F"た〉からす;;;;-尽らはぺ国人円程快j主 1 ¥てIさチナモ三宅回ピ'ちのてF

|事ありえ九 1¥ <> t比投司綻Id-での7'、すら号 l¥旬、tし日¥To-¥¥ 0) わたし Zあ f手R

Zホ ー同じ、，費支昂芝目撃す~ ， ヒ 1¥う自主Z的芯¥\手十万、皇官何色号室に I~子， こめよ

ーうに回一世と差薬之の 2圭習熟 tNか存らす、絡まリあ勺たきまit.在してい三 o を二

き;:n~れわ l(しの封、み 7モの 1ëJ- ， 二t.l'¥~，事気め旦強ハと担三主尽くi、 し守計三亡'(. 12'っ

た:わモしちお7d:.1::. t;， 3"栴八到 、主す五担堂食時Lの源泉と lZ〆周-d)事君主(=

斡E字)c a の大白にさつので訊主にせよ， β\1壬つ m 填 t孝之 L て l手、，ま~I=くヌ1\

匿の事態であ 3一一。二のい d-!6¥ 各高佐I"J1iP1'Tみた買宣明時現更を令かちち

つ， と¥¥う二とか、走えちし久之 c主1¥ /-;J..守、きあ玉。
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=の夜1係~.究1\;楳に図五・悶\5iヰ

し'2Jtょう。 E魚 1;;" 積tt守勺!ご，

ある与f壬( = わ た し 〉 の 周 五 芝 示

し之¥¥ 3。 二=から~玄〈足立堂前L

の清泉。呂ヒtI6' )手下方 τ-τヨ¥Y¥3

〉へ乙;当F吾、.肌ほ-畠躍、bl写2':-、， fで弓

包之のあれだき英司さ H¥~予 f，e' の

~I\会 I手?之さぐ7{J. á てF あ三うか・\ ナ

ゃくに‘ 十手7喜イ玉名のf現在の豆i!f..を

とって "Ji"S/a..らほ¥をの之乏の阜

色(わ下としめ陀供句lJ¥")はど、ん志チセ今f享かち毛決定 l三今T~ してしまうザ この，明

E A 

八//

/¥ 

fミ己 ~1作命令三件あ勺之，也事院に ;J空間Tす三 ~L Z.与、 いまと閉じ二三木'主主之 31と、

ちう。 をうすa.(こ.諸島合の義名前、相、リ怠すごの主明て I"J.， ちラ ZeJ千五百ら，

Ha以sdor刊のづ7培云埋かの路、主つよう B主闘で五 3。

H似sc\o~ の令港会i翌と肌世;包主聞にかかわ 3 ちてつめ宅待であ守之，主

商のイ主主の~長に再し?っl1.t- i二，互" 1こ主わらfj:れをは¥'2.r 
1.(¥今LE?素材、とれ3二百乙‘

q~ ï\l tヲ，主鼠を CX) フ) 't.す11¥/手二 1主主の

にう (EX)戸支Tして，をのま殿 UχI Lr~ ハ
ψ。ワミ五今'2，

LJ <;( ("¥ lf J = o 

と同二て;芝雲請しとい三.二の条件モ浜たす空間ι Hctし国orft主圃 cl¥

う。 仁ユーケり Lド皇国忌2土、 '1;，芝うて;‘ d)~ 0) 

わt しの二の阜 fま乙， f巴吉の今住と 1'1-，クTJ権 Lており，租互仁外在す三。 した

払・4 之， をの -7sf1: 千てJ;を T 角~圏にずっf'ð-"りとり二モ(. いう二'C.r手， ありえ忌

L ¥ "し か し.このム長よみ房告の兎在 fユ つぎのよっ志戒告f"'d..，あ 3高品妥!I[主

主存している 2こ考えてみるこて 1K'、さ、モ:3定、3う一一三由主つ内義桂信r 互いに.

位 sl(Lf.のとっと t至LEe"Gぁ、疋作為め現在乙す怠h も，有為め互主 σ、、占乏三) E 

起めあ IL 夜宮しあうという主義生，も助得め現在Ief.. "2うするう1;1二宅三業1¥ミ白

与を更言干しτい玉の e-d再三?、ら ， つぬにこの把肩関係Eさ也しといるので、ある
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ぷ:ン モ二さ 3掃工I{¥.s自負どの8-('$ (~住の白~め ざt1等) fJ."あ手りにで主主主主トーた

め， この:g zt 芝山吉ヰ E 宝講 す 3 三と ~ ê・ 1エ ;月杓 7忌 l' (、っさ手 1).芝也していな

いsののように兎 1¥ご人さ・し aク〉。 「 E12y御 J ほ息 f写 j問~ .たと之r;r't主関係

マロ室電によ 3 -h昆の関取たに r、かL ごのよう応志内に力、をえら L~\ る。をの司1也往

1'f-'， 3 銘 l二号ずCS~冬令ずの ltlハc.あ~ ¥¥ I'J.， 現在 ε廼f;¥--;rJ，ため内田閥的存恒

〉を ， とi国つ之し手うわ門で-あ三。 こは1にじ亡して， より 「宣jき酌」さ Td-1 \問 íf.i~.

1三 x 九「手ど危開ヤ雪~~イ了する阜f$のヌ呂互聞係， 1足宮め史 l寸三一大s1問f石.1T:aむに

あ、 いて)1-.同容佳作，岡~f~ll i3として Id.¥ ¥ちか¥¥に特w主ゴ、けら1X¥7忌¥¥ょうG-，

いっ、をう話社Z した時間自~R;!;ß のうちにあ、か .\Î ~<> (霞現1:lfr..，' JEf1<.P'(すきこうし

た間前屯主E応う「問訊拘 J r手，手正ヌn の株主にさ~t: ~会心、三乏し与つ。)

こうして高づきと高告のとに宅設さ H¥~ 

呂田~\盟 l手" tラとそ去と集定と昏惇芝互l¥

に寄1之毛 t去ので、五五 I手守、‘の差主主E..震設

し，寓 fじ予~ .J)フ疋結果Eうも。 ε1;3

人ごめ . 区宅自7忌寸畏そミ恒に1)'、l寸る主主l手，

=の間隔週l~ のをえも亡 3二っさ B~でして滑

えてし手うわけで~ /"d. T;j.くて ?と巨近、ゆ勺

l亡累積ざl.r¥3Iように7ユヲ 7三にずさい芯 1¥o

昏1-:f(J) r豊島的.iT;J.租 互 性 の 安3安否「五 二うし官三宜以1'1-，直覚十令に主寺島C-dI・

ゥて， をめ議主JJ.お百三、も}厄鴇.霞しう ~t のであ 'ð"F.::.・ 3 う。しかし. ~リ丈域内

存 ~'l包め実色合匂下手作時間問題モこた五点色(たとう乙な、あ三社怠の主罰金持にわ

よ βfょう E点色乏J.r¥T夫、資平坦l的忠治業誌によ。て表停づ「すらmて1¥d点色，

主らにl叫手一尾畏p月惑

連毒繋署 E慢つ d工うなF河烹台)1なユ忌:Z"ろ、|応下， 境f$-の集合亨五全感、を司田沼Il!l~ Ji. G.し， ぁ

1=: 7小 t三四ーグ)~更的恵規定1主を実有す 3現存ざあるがめ也くに Z千五三官三 0 1X\ 1 手、，

Yの Fをの提をl手し1-:5"し「手、邑L畳むをぬ l手むの亨のとr-;;..~-þ'、セテし\1 \.1土\ L. 

争住のあミ5集金的主主主庖'1f-'， むの意下をまき問時~\~にあ玉工事思しう~，tラめ

きあるのが、之1¥う三之 l手. U-(こつに『怠， をの主碩イヌ、黒色し之志、m在高まき争

佐の作「匡寸ち自斗7atEl1ii乏洋の佳E色E草色童::ti!:て¥¥玉が，工いうこ Eこに依存す

五.:> (事uの「直1主的.1 1三宿互友非jf;、主主い E椛虫、i.¥¥うモのrJ-' t:: 't. "eと争奪
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ffl'し肌て 1¥玉芯矛〉ちぅ 0) 二 IH~， をの主主風め方ξょ!:iの脅~lfiとよぴかえてh ご E

よ¥¥- 乏の良色7歩‘よ')宅ft<3"あ三干芝、汁. ーちE長官は， より事くの千也事住之 、よりヰ

く内，&玄」 (=ι度t;!約厚相支世〉芝夜高でき§ふうに九五。

芝;m把i1s:E f;}.りたEτz闇 ヰ 侍 的存作岡高171ス・， ャ4うに哲52き広勺て. 主闘の

全2そで'-F曹の哩和平{前'に主し之れるのであ¥(¥I~‘， をの宝明日をの F良¥)で問責

になら之 u¥て 1¥三. (資本制定付に特設的t;;.丈を男ーえの 7主I~(主 E己、そらくをの

ょう fd."t..こ 31二昆虫巴"3，，) 笠間の形式的ち肉質主一照之して、理慌を， 取 11

玄的To-J匂質主闇之して、 色えを， 、くち誌〉后匂巳問賓室明之し之， く芭誌〉支

回目を ，T包道的 l注舟宮E間 Yこして. 4守主玄、乏. 〉乏 W¥、之:'1ft定之て hdご之づ声、、z.、;r

~. 

14. 間庄吾妻tl固にすがわ否邑昆・事均・下包η

現在と日定し-z.. ある佳帯、石間の土問府、のよう 7ユちのさ「手尽くて， むし三，

(ñ~憶をモっ之民間τ土 ~Il :3与併の作拘の祥、尽くをめま三エリ〉 で、あ~=モこを，

発問して事、¥¥ 1:: <> この環五 tド現待の7ð-1ナに Z暴走王町工て設定し之 1\~ ， ピ 1¥うのかて

往生主聞の 1¥ち!友人茎 2主的思ありゴまさあ三のに. 二t.r¥"E. 〈尾知的今に) '5粍づ

1，之し手事、う， あ 3帝1析かち全住吉貝f慢し之しま L、う， 'L陣3包やりにこじつ}寸

五究会 .紅与を ;均質Eま2至廟 ，一議芯岡田刻固として提L Ö- 二とに芯 ~o この

(提閉1t3勺志) 3'格にあヲ之 IJ:.， 3 魯~訪中 I~ 〈匂工堂剤、台、事、ちこ人でゆく民点〉か・

T究満ゴれてし手i'_社主思決し之牢r~' 'E t;"F-芯いようR-. ーすJ写貨B単ーの主

眉で あ 3ちの内ように表委えさ th3" をしてこの主間「手， 早 l~e tラ7三7三1¥めざあ

~1ナゐ， ~\ん存栴定の場f互のす侮ブ門 (の中 I~) に宅待ミちし存 1'¥， 't.. ¥ \う~智見

このように，実墜只建夫ん思虫浜支三彦阜sd三列乏受4

2ij理組去五三1三」241jl?竺ιと三えそ一三竺ご毛在宅三!主主母ーさL三笠FZ受里]三
世b 在官巳寸手首 1幸・見圧の君主官、抗告ι~ 竺鼠夕、l)~さで
--------λ、---\~戸、J\/\r、-----、/\JヘJ、~------、J 、J 、-、ー

}↑主を宅?っ o

昔話事与f手，相互にく.つ写 1) 之、、 ちらの白lからずt~ にでよ〉、 時間=主間的に降1

てら Lれてい~<> Lをの関下三!)E . 3絡め尽tうで取TJt.'ソ〈と回収し占ってす出回、:

自専悼の間関ュ宝府1的広星fftliヌ必要o~~o) 't.. -= 37穴、川手，世t念柄、さ7手-v'¥'ち

一司ヰh貨危 宝閣のように思 1¥i;F.芝m'R.cす三。 す s~こ. 主閉め全丸、目間関支'¥酉

21 
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の怠かにあ立二五弓の電力、ら. をの包点にあ、い之回路~I をこわり β、ら山三二乙に志

号とぞと係閣ュ宝庖1印~~とのきあ、た包与程f開の惇1た

今提l手、栴f，f:1ミる笠間的色をのペヒ電時e'1こ 11"'~ =とに 1J.?;。をして包

=の111=5更るさあろっ。

りか‘L

全主京IrJ-. 芝、・ 二~\\『 さ歪ん E とこ 3の芯 lし j守噴与宝間的;ffi'tJ..'リをモつ t〆7

と 7吾、 "2. をめ位、相ーリの lユか!こ路々の明白ホ丘L笠づ、j寸ら L十¥~" しす7、 ~t= 壱と

ち之詰宅~41-r- _ 互いに M庖1= 主倒的色沼伶し主主要 E~苛リ B していたのさあ勺

tニ をうし壬問団 r 室劇的ら匹、I担協 ぃJ.ゃ丹、らす.均買で、芯人め由主t'tた

尽¥¥宝閉めタト曾11八 ， 押しゃち Lれてし立つしか存¥¥ 0 二Lr¥1&， 宣明併で‘fユ7ユ¥¥ -;:(， 

しち五五ブァ、ら，開閉i九と:e:~ 0 二つして、 往生という主聞に「五倶知志田聞東

「大ー詳しlて鱈温す~， 百三 1¥う表玄寸大・主主爪 3のさ京三。

主闘志向ち7ユちのとし， ち鳥ヂヰをー詳、に形式「てす三ょう忍作用if~ ーおと L で，

t乙くにわ叶¥.iD Lh.柄、ちう J う芯 1\ みでの〉世主主芝ええ~-= L. 17--'さ、三三。 をのよ

う応対立快Et霞買n:.Lτl手 た ら く 閣 号 在 的fa待用実. ちtb.事初・宿;力に. 二川

か ら と く に 注 目 し 芯 円 lれほおら市(¥D 士山ら fO. 完工在主主聞に，E与、の J うF.:>問f南

~\@1の設定éb々すのでぶるう'1)....? Eし7. あ三主閣の亙号ミ尚己主免責E 、むの

程均三セ、内賞イヒす三ように l手 f三らくの?でヨうか?

(1)耳急性の 「萱 s的」厚手当互関下手、にとうと'e注τをすまち語酌 7三岨互主?ちとは.

両 面ai吾7叉さをさ¥，It~全話ちあるはずである。 =の土星全， 手証話の 1¥Jt問主をつく

リ世す表出α干蓋:呈 につまり， 発話の前q呈に 1J-~，.z 称菰主主であ ~L 1J、持詰の活況

ー で・ 3ろ吾 、乙力、 )t手、， 商笑話-e./l.・兎に竹í~ う事~ú守口号ミ広め『主廷でも同じくぎiï}呈吐

'kl . た子「手‘きT忌リあう二とかe・でで豆 a こと月ごE しャ六、弓二 L1J." _毛主f主の「亘I善的」

Tj.租互怯であ~ L f'色じt;¥午、 をの喜左か・・ 買代7T't;(¥. 7きt¥.. ニ!1¥にとにして， 琶~宅ミ

現による定?歩的場合 I二月， をの惹をは拡に之勺'Zf;主徴言、三3.芳めに区三'r..

いうの)~ー， ~~与を令す 5 邑註表3宝刀~写来す三表b二の活i笠「ユ，手足昌吉が現に包ん

さ l¥ち 身 停 活 者7(7) i!a.::f呈工広帯官以下三，

1¥"、ち。

いくふ-ん侍童f柔ょのちのき志け仇陪'1:$.ら Td-.

知芭十宮廷~方ミ士肌~4..詰にちょう芝、気設的志士号色'z.して，*人味合匂な実詰の

市ち玉を E二るも語特 1更を完記事二 Z プR、で‘さ玉。社弘之尽境住7六、散r-:.g~ 主喝さあ

つ之 ， あ ~ß号無ヒヨぅ3" 1モ魚ヘ需ã1主す玄三二 1 ¥う司能性か 原理的 E断定除、てい 30

(美慨に結集し下三 X して宅 ノ をうした写生侍， 主告に ζ:I~l与 1\ 0 エ::z.)レ〉ノヤjレワ
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の竜文生のごとでさ夙 ー をうした結集町従牲の ι卦 l斗 E 与によっ乙す: ~工夫芯抗 一 同η ちあるピ¥¥乞手。工いうのf1." ~亙力と J"1-~ ":;之は1 か誕兎す~具惇的思社ノえg?-

る。〉 持人罰、計芯笑E霊的存在かで照ちし究、 し 7 いち的問〆全土~ "t. 1\ う生雨水t:þ，~ 怠惜}克の苛fちに，拒々 の耳元住-17¥.、， あ主力、'EfR坦的に円f号't-er.主"9ようにしで宣?tJ

を杭前し EJJJ..写L:.しで ß 手~ ~ \\うこての l火、棋である。主1I:~1 の専拐す 5 包設が:
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lユゲ lて出 1¥てさあ山) (ンヱこっ tア，間同をq壁!亡霊tナj，/¥.て1¥~ r.:良ワさあ三から。すきア7

I広 三と m'[j(J盟主的 I6-t.. (7) Z部否問¥) 往生宝閉めありうぺ乏聖子とと血凸壬自主主

ブ門'2. 回蹄没I¥lfl八 之件宍してし zぅ。(<むし三をのぶう怠裕哉、め二主主 .佐
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か巴うように告官~~省時、 ι 1â li、~ニモニ， 二出合‘号室士事領¥;;う.$.去さあ ~o このよう
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的瓦喜技<:・あ~L.走之らLf'\ょう a

ひて(;・屋号t:.. z主 ~t のと関し之積 F売す 3-湿のさzZえ(歴史掌〉厄上庄の 5う
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性によヲて刷約立 ~n.. 2 ¥¥玉。芝山白鳥 L集合的志)i千鳥の産物きあ 1)芯廿-ら、
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のように自然語~回z;，ぁ'5~之、零 I~T;J. れかを予し肌広い f7¥二 すく 7ð~ とモラ， 人慣例
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かっ?三リコf~壱 ør手;. 7吉1¥ D 毛削ゆえにわ仇市川乱霞龍之 I民間をあ、を恥て
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a. :>之，つ?の 7せ工j! if~~同草、す â .o

表現へて事(.iをヴをゥミをに関1¥之¥¥ <二 E二、その唐lF，斤亡お¥)ては国高c')奈7見
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20. 遁色恩恵としての1e-i1K..12t淘I;F<.・石液

あろ思想上のー1司自己ソ主計]忌リ漫深志りか: 品、 主 7~ 長め の、 t っとで主導2
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=は1らに対す芸事 3J責 ，も朱1手，討n常万三勿I't<聞からめ余五重に睦たしてあ・リ，
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